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序

この報 告 は、 島 根 県 が 昭和 55年 度 事 業 で施 行 さ れ た、 宝

満 山 地 区県 営 公 害 防 除特 別土 地 改 良 事 業 の工 区 内 に、 春 日遺

跡 が所 在 す るた め に、 昭 和 55年 度 に於 いて 、国 庫 及 び県 補

助 金 を得 て実 施 した発 掘 調 査 の記 録 で あ ります 。

この春 日遺 跡 は、 上 記 の公 害 防除 事 業 に伴 って 客 上 が な さ

れ るた め、 昭 和 55年 4月 よ り 2カ 月 間 及 び昭和 56年 1月

よ り 3月 迄 の 5カ 月 間 に わ た り調 査 を実 施 した もの で す 。

当教 育 委 員 会 と して は、 この発 掘 調 査 に当 って 関 係 機 関 の

ご指 導 を得 な が ら進 め ま した が、 何 分 に も経 験 不 足 で も あ り

不 備 な 点 も多 々 あ る と思 い ます が、 本 報 告 を通 して多 少 な り

と も埋 蔵 文 化 財 に対 す る理 解 と関 心 が 高 まれ ば、 誠 に喜 こば

しい限 りで あ りま す。

尚 、 本 事 業 に ご協 力 い ただ い た 島根県 教育 委 員 会 並 び に地

元 関 係 者 各 位 に本 紙 を借 りて 衷 心 よ り厚 くお礼 を 申 し上 げ る

次 第 で あ り ます。

昭和 56年  3月

東 出 雲 町 教 育 委 員 会

教育長 宮  廻 重勝



例 目

1.本 書 は、 東 出雲 町教 育 委 員 会 が国 庫 と県 費 の補 助 を受 け

て 、 昭 和 55年 4月 か ら約 2カ 月 間 及 び昭 和 56年 1月 か

ら約 3カ 月 間 の 2回 に わ た り実 施 した春 日遺 跡 の調 査 概 報

書 で あ る。

2.調 査 の実 施 に あ た って は、 東 出雲 町 教 育 委 員 会 (教 育 長

宮 廻 勝 重 )が 主 体 と な り、 直 接 に は発 掘 担 当者 竹 中 哲 (委

嘱 )が 携 り、 諸 般 の事 務 は 同 町 教 育 委 員 会 事 務 局 (担 当

古 藤 勇技 師 )が あ た った。 また 、 調 査 の遂 行 に あ たって は、

多 数 の地 元 住 民 の協 力 を 得 た。

3.本 書 中 の写 真 撮 影 、 実 測 図 の浄 書 及 び 報告 書 の執 筆 は 、

す べ て 上 記 調 査 員 が これ を行 な った。 また、 使 用 した地 図

は、東 出 雲 町 役 場 作 成 の もの を も と に作 成 した。

4.調 査 に あ た うて は 、山 本 清 (島 根 大 学 名 誉 教 授 )、 大 西

郁 夫 (島 根 大 学 助 教 授 )の 両 氏 を は じめ 島 根 県 教 育 庁 文 化

課 係 長 勝 部 昭 、 同主事 石 井 悠 、 西尾 克 己 各氏 の指 導 を 受

け た。

5.表 紙 の題 字 は、 東 出雲 町長 門脇 朝吉 氏 に よ る。
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跡遺の辺周

本 遺 跡 は、 東 出 雲 町大 字 出雲 郷 に所 在 し、 意 宇 川 に須 田川

が 合流 す る地 点 の東 、 阿 太 加 夜 神 社 の南 東 の水 田 中 に中 島 地

区 、 さ らに南 の姫 津 谷 の麓 の水 田 中 に中 ち ょ う地 区 が位 置 す

る。

付 近 一 帯 は埋 蔵 文 化 財 の宝 庫 と もい え る と こ ろ、 東 出雲 町

内 にお け る代 表 的 な遺 跡 を簡単 に紹 介 して お こ う。

弥生 式 上 器 を 出 土 す る阿 太 加 夜 神 社 遺 跡 、1古 式 土 師 器 や

「 位 至 三 公 」鏡 を 出上 した古 城 山古 墳 、 古 城 山横 穴 群 、 前 方

後 方 墳 を 含 む総 数 24基 以 上 の姫 津 古 墳 群 、 弥 生 時 代 中期 の

水 田址 が発 見 され た夫 敷 遺 跡 、 史 跡 出 雲 国 庁 跡 等 意 宇 平 野 の

河 口付 近 に遺 跡 密 集 地 帯 を形 成 して い る。



東 出 雲 町 全 図

1.夫敷遺跡
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要概の査調

発 掘 調 査 は昭 和 55年 4月 26日 ～ 6月 30日 と、 昭和 56

年 1月 13日 走 3月 17日 の 2次 に わ た って実 施 した。 第 2

次 調 査 は冬 季 にか か った た め、 38年 以 来 の豪 雪 で 調 査 工 程

が 大 幅 に くる い困難 を き わ め た。

調 査 は宝 満 山地 区 公 害 防 除 特 別 土 地 改 良 事 業 田 区 に道 路 。

水 路 予 定 地 に グ リッ ドを設 定 す る調 査 方 法 を と った。 第 1次

は (中 島 地 区 )2 0 TPb× 20れ を 1カ 所 、 第 2次 (中 ち ょ う

地 区 )は 5絡 × 5η を 15カ 所 、 2η × 10η を 4カ 所 設 定

し、 順 次 調 査 を行 な った。
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Ⅲ 調 査 区 毎 の 概 要

この遺 跡 は、 宝 満 山地 区 県 営 公 害 防 除 特 別土 地 改 良 事 業 に

よ る農 業 用 道・ 水 路 建 設 に あ た って、 そ の予 定 地 に 当 た って

お り、 それ ゆ え に 、事 業 の事 前 調 査 と して行 な った もので あ

る。

調 査 地 は、 第 1次 が 東 出雲 町 大 字 出雲 郷 中 島 で、 須 田川 が

大 き く西 へ 由 が る地 点 の北 に、 1辺 20η の調査坑 を設 け た。

第 2次 と した もの は、 東 出 雲 町 大 字 出雲 郷 字 中 ち ょ うで、 調

査 坑 は 1辺 5彿 の グ リ ッ ドを 水 路 予 定 地 に東 西 に設 定 し、 東

か ら Tl～ T48と して 、 道 路 予 定 地 に は南 北 に設 定 し、 2碗 ×

10統 の グ リッ ドを南 か ら Ul.～ U18と した。 それ ぞ れ の グ

リ ッ ドの呼 称 は南 西 杭 に設定 した杭 の呼 称 を利 用 して調 査 坑

の 呼 称 に あ て た。

以 下 、 グ リッ ドご とに土 層 堆 積 状 況 と出土 遺 物 につ い て記

す こ と にす る。

Tl― Gは 、 地 表 面 下 30m(海 抜 2.5紀 )に 茶 黄 色 砂 層

が存 在 し、 その下 に 自青 色 粘 質 土 層 とな る。 グ リッ ド西 側 で

茶 灰 色 粘 質 上 が下 が る こ とを 除 け ば、 ほ ぼ整 然 と堆 積 して お

り、 ほ とん ど遺 物 を発 見 す る こ とはで き な か った。

T3~Gは 、 Tl― Gか ら西 へ H紀 よ った所 で、 地 表 面 下
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50師 ～ 70例 で 黄 褐 色 砂 質 土 層 が あ る。 土 層 の堆積 状 況 は

ほ ぼ整 然 と して い る。 出 土 遺 物 は、 耕 作 土 中 よ り須 恵 器 片 、

天 目茶 椀 片 な ど 8点 出土 して い る。

T6~Gは 、 T3~Gか ら西 へ  4η よ った所 でヽ 耕 作 土

20例 を除 くと茶 黄 色 砂 質 土 層 で、 以 下 茶 青 色 砂 質 土 層 、 自

青 灰 色 粘 質 土 層 、 黒 灰 色 粘 質 土 層 で、 遺 物 は全 く出土 して い

な い。

T9-Gは 、 T6~Gか ら西 へ 14紀 よ った所 で 、層 序 は

耕 作 土 以 下 黄 褐 色 粘 質 土 層 、 白黄 色 粘 質 土 層 と、 一 部 茶 灰 色

砂 質 土 層 が混 入 して い る こ と を除 けば、 比 較 的 整 然 と堆 積 し

て い る。遺 物 は、 こ こで も全 く出 土 しな か った。

T12~Gは 、 T9-Gか ら西 へ 5駒 よ った所 で、 地 表 面

下 94翻 で異 色 粘 土 層 が存 在 し、 そ の上 に 白青 色 粘 質 土 層 、

茶 白色 粘 質 土 層 、 茶黄 色 粘 質 土 層 、 耕 作 土 とな る。 堆 積 の状

は、 茶 灰 色 粘 質 土 層 と白青 色 粘 質 土 層 の 間 で若 干 の○乱 が み

られ る。 遺 物 は全 く出 上 して い な い。

T15~Gは 、 T12~Gか ら西 へ 10紀 よ っ た 所 で 、 厚 さ

30mの 耕 作 上 を除 くと黄 褐 色 砂 質 土 層 とな り、 この層 か ら

弥 生 式 上 器片 4ケ を 出土 して い る。 南 倶1で 落 ち込 み が 認 め ら

れ た が 、 出 土 遺 物 が伴 わ ず 遺 構 で あ る か どう か 確 認 で́ き な

か った。
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T18~Gは 、 T15~Gか ,西 へ 11第 の所 で、層序 は順 次

上 か ら耕 作上 、灰 青 色粘質 土層、 自青灰色粘質 土層 、青灰色

砂質 土層 とな って お り、 ほぼ整然 と堆積 し遺 構、 遺 物 は全 く

検 出 しなか った 。

T21~Gは 、 T18~Gか ら西 へ 11れ の所 で、層序 は順次

上 か ら耕作 上、灰青 色粘質土層、黄 褐色粘 質土層、 茶 青灰色

砂質 土層 とな って いる。堆 積状況 は、 こ こもほぼ整然 と堆積

し、耕作上 中か ら土師器片 を 1ケ 出上 して い る。

T24~Gは 、 T21~Gか ら西 へ 9紀 の所 で、 これ まで の

グ リッ ドと同様 、 耕作 上、灰青色 粘質 土層、黄灰色粘質土層、

茶 黒灰色砂質 土層 の層序 とな って お り、 ほぼ整然 と堆 積 して

い る。 遺物 は全 く出土 しなか った。

T27~Gは 、 T24~Gか ら西 へ 15η よっ た所 で、 層序 は

上 か ら耕 作 土、灰 青色粘質 土層、 茶黄 褐 色砂 質 土層、青 白色

粘質 土層 とな って い る。 遺物 、遺構 は全 く検 出 しなか った。

T30~Gは 、 T27~Gか ら西 へ 10れ よ つた所 で、層序 は

1債 次上 か ら耕作 土、灰青 色粘質 土層、 白灰黄色 粘質 土層 とな

り、 ほぼ整然 と堆 積 し、遺物 、遺構 も検 出 され なか った。

T33~Gは 、 T30~Gか ら西へ 10紀 よ った所 で、層 序 は

耕作 土、灰 青色 粘質土 層、黄 褐 色砂質土層 、薄茶 白色砂質土

層、茶灰色粘質 土層 、 白黄 色砂 質土層 、黒色粘 質土 層 とな っ



て い る。 他 の グ リッ ドに お い て は黄 褐 色 砂 質 上 層 中 に遺 物 を

含 ん で い るが 、 こ こで は全 く出土 して い な い。

T38~Gは 、 T33~Gか ら西 へ 20紀 の所 で 、層 序 は順 次

上 か ら耕 作 上 、 灰 青 色 粘 質 土 層、 茶 青 色 砂 質 土 層 、 黄 褐 色 砂

質 土 層 、黒 青 灰 色 粘 質 土 層 、 青 灰 色 粘 質 土 層 とな る。 グ リッ

ド西 側 の黄 褐 色 砂 質 土層 の上 面 に落 ち込 み が 認 め られ たが、

共伴 す る遺 物 が な く遺 構 で あ るか ど うか確 認 で き な か った。

T42~Gは 、 T38~Gか ら西 へ 15碗 の所 で 、 耕 作 上、 灰

青 灰 色 粘 質 土 層 、 黄 褐色 砂 質 土 層 、 暗 茶 黄 色 砂 質 土 層 、 暗 灰

色 砂 質 土 層 、 茶 黄 色 砂質 土 層 の層 序 とな って い る。 グ リッ ド

南 西 倶1に お い て溝 状 遺 構 を検 出 した が、 部 分 的 で あ るた め正

確 遺 構 は と らえ られ なか った。 しか し、 茶 灰 色 砂 質 土 層 で遺

構 に伴 な う弥 生式 土 器 片 と加 工 され た 木 製 品 を 出上 して お り

水 田址 関 係 の遺 構 と も予 想 され る。

T48~Gは 、 T42~Gか ら西 へ 25η の所 で、 層 序 は耕 作

上 、 灰 青 色 粘 質 土 層 、 黄 褐 色 砂 質 土 層 、 黒 青 灰 色 粘 質 土 層 と

な って い る。 が、 T42~G、 T48~Gと ほ ぼ同 じ層 序 で あ る

が 、遺 構 は検 出 で きな か った。 遺 物 は排 上 中 よ り弥 生 式 上 器

片 を出上 して い る。

Ul― Gは 、 T33~Gか ら南 へ 60‐ の所 で、 層 序 は耕 作

上 、 灰 青 色 粘 質 土 層 、 黄 褐 色 砂 質 土 層 、 青 灰 色 粘 質 土 層 と
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な って い る。 耕 作 土 中 よ り須 恵 器 片 が 出上 して い る。

U3~Gは 、 Ul― Gか ら北 へ 10紀 の所 で、 層 序 は耕 作

土 、 灰 青 色 粘 質 土 層 、黄 褐 色 砂 質 土層 、 青 灰 色 粘 質 土 層 、 茶

黄 色 砂 質 土 層 、 明黄 色 砂 質 土 層 、 薄 灰 茶 色 砂 質 土 層 とな る。

遺 物 と して は、 黄 褐 色 砂 質 土 層 中 か ら弥 生 式 土 器 片 を 出土 し

て い る。

U lo一 Gは 、 U3~Gか ら北 へ 40町 の所 で、 層 序 は耕 作

土 、 灰 青色 粘 質 土 層 、 茶 黄 色 粘 質 土 層 、 茶 青 色 粘 質 土 層 と

な って い る。 こ こで は遺 物 は全 く出上 して い な い。

U13~Gは 、 U10-Gか ら北 へ 30η の所 で、 層 序 は耕 作

土 、 灰 青 色 粘 質 土 層 、 茶 黄 色 粘 質 土 層 、 茶 青 灰 色 粘 質 土 層 と

な って い る。 グ リ ッ ド中央 で落 ち込 み を検 出 した が、 性 格 等

につ いて は不 明 で あ る。 遺 物 と して は、 茶 黄 色 粘 質 土 層 に 弥

生 式 上 器 片 を 出上 して い る。



第 1次発掘調査地区全景

第2次発掘調査地区全景
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めとV

限 られ た発 掘 面 積 の た め に正 確 な遺 構 を 明 らか に す る こ と

は で き な か ったが、 T38、 T42グ リ ッ ドに お いて 溝 状 遺 構 と

木製 品 を 出 土 す る な ど、 水 田 に附属 す る よ うな施 設 を検 出 し

て お り、 弥 生 時 代 中 期 末 か ら奈 良・ 平 安 時代 ご ろ ま で の水 田

の存 在 を予 想 させ た 。

また、 第 1次 調 査 区、 第 2次 調 査 区 の Tl～ T15の グ リッ

ドは他 の グ リッ ドと比 較 して砂 層 が深 く、 ま た撹 乱 され て お

り、 須 田川 の はん 濫 原 で あ った こ とを推 定 す る こ とが で きた。




